
開催地名 愛知県田原市田原町 

開催日時 令和５年 11月 25日（土） 13：30 ～ 15：00 

開催場所 田原文化会館 文化ホール 

語り部 菅野 澄枝 （宮城県仙台市） 

参加者 市防災対策課、地域住民（防災カレッジ受講生）等 194名 

開催経緯 本市では、地域の防災活動に携わる方や、防災対策に関心・興味がある方などを対象

に、より具体的で実践的な知識を取得してもらう場として、平成１８年度より田原市防

災カレッジを開催している。しかし、近年では当地域で大きな地震が発生していないこ

とから、防災意識の更なる高揚が課題となっている。今回の講演では、東日本大震災の

体験談や教訓、自主防災活動および地域防災活動への女性の参画についてお話しいただ

きたい。 

内容 （１） はじめに 

宮城県仙台市宮城野区は太平洋から 10キロ程内陸に入った地区である。同区は大雨が

降ると七北田川による洪水の危険性があるため、避難所を開設することが多い。昭和 53

年には宮城県沖地震が起こり、ブロック塀倒壊による圧死が発生してしまった。そのこ

とを受け、宮城県は危険ブロック塀対策の取り組みを行った。しかしながら、その対策

は思うように進まなかった。そのような中、2011年３月 11日 14時 46分 東日本大震災

（正式には東北地方太平洋沖地震）が発生した。再びブロック塀が崩れ、マンホールが

持ち上がり、橋も大きく揺れた。宮城野区の津波被害は僅かであったが、余震も続いた

ため避難所を開設した。日本全国で死者数はおびただしい人数となり現在でも数千名の

方が行方不明のままであるが、その行方不明という言葉に希望を見出したり生きる力に

なっている方がいる。また、まだ痛みを持ちながら生活されている方もいるので復興・

復旧がより進んでいって欲しい。 

 

（２） 仙台市仙台防災リーダー（ＳＢＬ） 

仙台市は家庭・地域で協力し助け合い、自主防災活動を推進するために、防災に関す

る知識と技術を持つ市民を要請し仙台市仙台防災リーダー（ＳＢＬ）とした。街が復興

されていくにつれ、震災以前よりもさらに良くなって欲しいと願うようになった。また、

その頃、ＳＢＬの存在を知った。知識や経験を積み、地域の中で活かしていきたいとい

う強い思いからＳＢＬになることを決意した。 

ＳＢＬの行動内容は主に次の３点である。①「自主防災組織と協力し、地域の自主防

災活動を推進・指示する。（組織の構築・防災計画作成）」特に組織の構築や女性目線か

らの防災マニュアルを作成することを目標としている。②「平常時、顔の見える関係づ

くり、災害に対する備えを推進する。（訓練・防災組織講座・啓蒙）」これが語り部とし

て話している大きな理由であり、特に防災訓令・避難所設営訓練に力を入れている。③

「発災時は応急活動の指揮および避難所運営を助ける。」災害対策本部の中の現場運営・

応援を行うということになる。 

ＳＢＬになるには連合町内会からの推薦か一般公募があり、二日間の実技含む養成講

座を受ける必要がある。比率的には、町内会防災担当の中高年男性が多い。発足当初、

女性は 20 名程と少なかった。その後、ＮＰＯ法人イコールネット仙台開催女性防災リー



 

ダー養成講座を受講した女性は、ＳＢＬになり地域での活躍が求められた。その条件も

あり女性ＳＢＬは増加し、現在 774 人中、女性 189 人となった。しかしながら、近年そ

の増加も頭打ちとなっており、女性がさらに増えて欲しいと感じている。ただし、防災

を学ぶこととリーダーになることは同じではない。 

 

（３） 岩切町内会連合会ＳＢＬ（女性の視点を活かす活動） 

2013 年には防災講座を開催し、中高生が実際に仮設トイレなどの設営を行うことを通

じて、自分で取り組み人材を育てることを目的とした。また、老壮大学・小中学校など、

様々な団体・年代の住民への防災講座や防災訓練を行った。2015年の「岩切・女性たち

の防災宣言 2015」に関しては、2015国連防災世界会議で立ち上がった私たちのメッセー

ジとして取り上げられた。その後、要援護者の方の対応が可能となる市民センター補助

避難所設営の訓練も行い、こちらは民生委員・福祉委員会を中心に避難所を運営する訓

練となった。防災減災を学ぶことだけでは、大切な人は守れない。地域のお母さんから

女性防災リーダーヘ、そして仙台市地域防災リーダーになれるようにすべきである。 

 

（４）女性・災害時要援護者の課題 

女性や要援護者と呼ばれる方が防災減災に関わることは簡単ではない。特に社会的弱

者の方は災害時にはより厳しい状況となる。しかしながら、できることはある。重要な

ことは一人一人の力を合わせることである。誰か一人が頑張っても限界がある。皆の力

を一つにすることにより、救える命も増えるはずだ。 

 

（５）まとめ（ずっと、ずっと地域です） 

有事の際は自分たちや自分たちのまちは自分たちで守らなければならない。大切な人

を守るためには、「無理なく、楽しく、息長く」「仲間とともに、もう一歩」「多様な意見

を聞く、多様な人で決める」「ここはわたしのまちだから」の考えが大切であるが、特に

「仲間とともに、もう一歩」が一番重要である。是非、自助共助の考えを忘れずに地域

で活躍して欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催地より ご自身の経験を基にした分かりやすい講話内容になっており、多くの聴講者に地元の

防災活動に役立てていきたいと感じていただけるようなご講演だった。改めて、地震の

恐ろしさや個人・地域としてできることを再認識する貴重な機会になった。 


